
ー
の
立
ち
上
げ
、
工
学
集
中
コ

ー
ス
・
工
学
発
展
コ
ー
ス
の
導

入
、
各
学
科
3
コ
ー
ス
の
設
置

な
ど
、
次
々
と
改
革
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
17
年
に
文
部
科

学
省
の
「
特
色
あ
る
大
学
教
育

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
特
色
G
P
）」

に
「
7
つ
の
工
房
に
よ
る
カ
レ

ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
の
育
成
―
体

験
的
実
工
学
教
育
―
」
が
採
択

さ
れ
て
以
来
、
工
房
教
育
も
盛

ん
に
な
り
ま
し
た
。

柳
澤

こ
の
4
年
間
、
い
ろ
い

ろ
努
力
し
て
来
た
つ
も
り
で
す

が
、
そ
う
し
た
こ
と
は
、
本
来

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
鋭
意
実
施
し
た
ま
で
で
、
改

革
の
本
番
は
こ
れ
か
ら
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
工
学
集
中
・
工
学

発
展
コ
ー
ス
の
導
入
は
、
普
通

高
校
出
身
者
を
積
極
的
に
受
入

れ
、
彼
ら
が
安
心
し
て
専
門
課

程
に
進
め
る
様
に
、
工
学
集
中

コ
ー
ス
を
設
け
、
ま
た
、
工
業

高
校
出
身
者
の
た
め
に
は
、
さ

ら
に
進
ん
だ
学
習
の
た
め
の
工

学
発
展
コ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
。

2
年
次
の
後
半
に
は
、
2
つ
の

コ
ー
ス
が
合
流
す
る
と
い
う
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
だ
訳
で
す
。

第
2
期
は
「
日
本
工
業
大
学
の

魅
力
」
を
充
実
さ
せ
た
い

問

そ
れ
で
は
、
第
2
期
は
ど

の
様
に
取
り
組
む
か
、
就
任
の

抱
負
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

柳
澤

「
日
本
工
業
大
学
の
魅

力
」
を
五
つ
に
ま
と
め
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
れ
を
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

1

充
実
し
た
最
新
の
教
育
・

実
験
・
研
究
施
設

こ
れ
は
、
必
須
事
項
で
す
。

私
が
教
務
部
長
の
時
代
に
、
特

色
あ
る
教
育
の
明
確
化
・
充
実

を
図
る
措
置
と
し
て
、
総
額
1

億
円
の
予
算
措
置
を
設
け
ま
し

た
。
い
わ
ゆ
る
「
1
億
円
プ
ラ

ン
」
で
す
。
こ
れ
を
引
き
継

い
だ
予
算
配
分
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

2

学
生
生
活
を
豊
か
に
す

る
快
適
な
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境

百
年
記
念
館
が
出
来
た
こ

と
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
構
造

が
変
わ
り
ま
し
た
。
本
学
は
、

平
成
13
年
に
国
際
環
境
規
格

I
S
O
1
4
0
0
1
を
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
全
域
で
取
得
す

る
な
ど
、
環
境
に
は
以
前
か

ら
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
益
々
整
備
し
、
快
適

な
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
を
築
い

て
い
き
ま
す
。

3

勉
学
を
支
え
る
手
厚
い
学

修
支
援
体
制

「
学
修
支
援
体
制
」
に
つ
い
て

は
、
学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
、
英

語
教
育
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

大
き
な
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
支
援
体
制
の
強
化

を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

4

実
工
学
教
育
を
推
進
す
る

豊
富
な
教
授
陣

本
学
が
目
指
す
実
工
学
教
育

を
実
践
し
、
推
進
し
て
い
く
力

の
源
泉
は
、
豊
富
な
教
授
陣
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
教
授
陣
を
、

益
々
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

5

一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
伸

ば
す
工
房
技
術
教
育

平
成
17
年
度
に
文
部
科
学
省

の
「
特
色
G
P
」
に
採
択
さ
れ

た
様
に
、
本
学
は
「
工
房
教
育
」

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
今

後
は
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
伸

ば
す
工
房
技
術
教
育
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

時
代
に
対
応
し
た
学
科
新
設
・

再
編
は
、
重
要
な
課
題

問

学
長
は
、
先
見
性
と
実
行

力
が
あ
る
様
に
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
ベ
キ
ニ
ッ
ト
社
と

い
う
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
立

ち
上
げ
る
な
ど
、
経
営
感
覚
も

持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

他
大
学
で
は
近
年
、
学
部
・
学

科
の
新
設
や
再
編
が
盛
ん
で
す

が
、
本
学
で
は
ど
の
様
に
考
え

て
い
ま
す
か
。
今
後
、
大
き
な

改
革
の
予
定
は
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

柳
澤

時
代
に
対
応
し
た
学
科

新
設
も
含
め
て
、
再
編
を
行
う

こ
と
は
、
必
要
な
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
し
、
重
要
な
課
題

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
2

年
位
、
考
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

最
近
、
具
体
案
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
先
日
、
教
授
会

で
案
と
し
て
お
話
し
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
実
現
に
向
け
て
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

本
学
の
教
育
環
境
を
活
か
す
の

は
、
学
生
諸
君
の
意
欲

問

日
本
工
業
大
学
の
五
つ
の

魅
力
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
本

学
に
学
ぶ
学
生
に
と
っ
て
、
嬉

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、

学
生
に
向
け
て
何
か
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

柳
澤

百
年
記
念
館
が
出
来
、

新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
空
間
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
百
年
記
念
館
を

中
心
に
、
他
の
建
物
と
の
連
携

を
再
考
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体

が
も
っ
と
有
機
的
に
機
能
す
る

様
、
こ
れ
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
環

境
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

学
生
諸
君
に
言
い
た
い
の
は
、

日
本
工
業
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

環
境
、
教
育
研
究
設
備
に
つ
い

て
、
自
信
を
持
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

大
学
側
が
努
力
す
る
課
題
は
、

ま
だ
沢
山
あ
る
と
し
て
も
、
こ

の
教
育
環
境
を
使
う
の
は
学
生

諸
君
の
意
欲
で
あ
り
、
や
る
気

が
大
切
で
す
。

日
本
工
業
大
学
の
キ
ャ
ン
パ

ス
環
境
、
教
育
研
究
設
備
は
、

決
し
て
他
大
学
に
負
け
な
い
。

君
達
が
自
信
を
持
っ
て
学
習
し

て
い
け
る
も
の
で
す
。
我
々
も
、

君
達
が
自
信
を
持
っ
て
学
習
、

研
究
生
活
を
送
り
、
そ
し
て
卒

業
で
き
る
様
に
努
力
し
ま
す
。

我
々
の
努
力
と
、
学
生
諸
君

の
意
欲
が
組
み
合
わ
さ
れ
な
け

れ
ば
、
日
本
工
業
大
学
は
成
り

立
た
な
い
の
で
、
ど
う
ぞ
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。

私
が
学
長
に
な
っ
て
か
ら
、

毎
年
、
な
る
べ
く
多
く
の
学
生

諸
君
と
話
を
す
る
機
会
を
持
つ

様
、
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
来

年
度
か
ら
は
、
も
っ
と
多
く
の

皆
さ
ん
と
接
触
す
る
機
会
を
持

ち
た
い
と
思
い
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

マ
ン
ゼ
ミ
の
授
業
に
私
が
参
加

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

益
々
素
晴
ら
し
い
大
学
に
な
る

様
に
、
一
緒
に
や
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
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平成20年（2008年）1月1日発行

昨年の100周年記念行事を好評
かつ無事に終えることができ、
学園第二世紀の第一歩となる
2008年を迎えた。
左は、100周年記念シンボルマ
ーク。無限を表す「メビウスの
環」をモチーフとしてデザイン
されている。

問

次
期
学

長
に
就
任
お

め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

平
成
15
年

12
月
に
、
新

学
長
と
し
て

就
任
し
て
以

来
、
「
先
頭

に
立
っ
て
行

動

す

る

学

長
」
と
い
う

こ
と
で
、
積

極
的
に
大
学

改
革
に
取
り

組
み
、
日
本

工
業
大
学
は
、
こ
の
4
年
間
で

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

主
な
も
の
だ
け
で
も
、
学
内

の
運
営
組
織
に
新
体
制
を
導
入
、

学
業
成
績
優
秀
者
を
評
価
す
る

新
奨
学
金
制
度
の
設
定
、
専
門

職
大
学
院
の
開
設
、
学
修
支
援

セ
ン
タ
ー
・
英
語
教
育
セ
ン
タ

本
学
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
学
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
理
事
会
は
、
次
期
学
長
に
柳
澤
章
現
学
長
（
64
歳
）
を
再
任
し
た
。
任
期

は
、
平
成
19
年
12
月
20
日
（
木
）
か
ら
平
成
23
年
12
月
19
日
（
月
）
の
4
年
間
。
な
お
、
原
利
次
・
渡
辺
勝
彦
両
副
学
長
も
、
同
任
期
で
再
任
さ
れ
た
。

第
2
期
就
任
に
当
り
、
企
画
室
（
広
報
）
で
は
学
長
に
今
後
の
抱
負
な
ど
を
取
材
し
た
。

第2期就任柳澤章 学長 に聞く

日本工業大学　平成20年度入試日程
日本工業大学　工学部
●機械工学科　●電気電子工学科　●建築学科　●システム工学科　●情報工学科

日本工業大学　大学院工学研究科　博士前期課程・博士後期課程
●機械工学専攻　●電気工学専攻　●建築学専攻　●システム工学専攻　●情報工学専攻

本学で先端技術研究の取り組みを

願書のご請求およびお問い合せ先
〒345-8501 埼玉県南埼玉郡宮代町学園台4-1 日本工業大学教務部　入試室
70120-250-267 TEL：0480-33-7676（直通）
URL：http://www.nit.ac.jp/ E-mail：nyu-shi@nit.ac.jp

願書のご請求およびお問い合せ先：教務部教務課　大学院入試係　TEL：0480-33-7507（直通）

■平成20年度　大学院　社会人特別選抜入試日程

出願期間 試験日 試験内容 合格発表 入学手続締切
2月 2日 ・数学!、@ ・物理!

一 般 入 試 1月 7日～ 1月26日 2月 3日 ・英語!、@、リーディング、 2月 9日 2月18日2月 4日 オーラル・コミュニケーション!
（受験日自由選択制） ・上記のうちから任意の2科目を選択

センター利用入試A 1月 7日～ 2月 2日 数学・理科・物理の3教科14科目のうち2教科以上選択して、 2月 9日 2月18日
センター利用入試B 2月18日～ 3月12日 かつ1教科あたり1科目以上を選択、受験 3月21日 3月28日

社会人入試 1月 7日～ 1月26日 2月 3日 書類審査及び面接 2月 9日 2月18日（小論文や口頭試問を実施する場合もあります。）

帰国子女入試 1月 7日～ 1月26日 2月 3日 書類審査及び面接 2月 9日 2月18日（作文試験を実施する場合もあります。）

3月 1日～ 3月14日

AOエントリー入試 エントリー期間：1月15日～ 3月 5日
AO入試（第4期） 選考方法：面談および提出書類と書類審査 3月21日 3月28日

AOコーディネータ入試 申込み期間：平成20年3月上旬まで随時
選考方法：面接および書類審査（課題を課す場合もあり）

出願期間 試験日 試験内容 合格発表 入学手続締切

二次募集 2月14日～2月21日 2月28日 書類選考・面接 3月5日 3月14日

社会人大学院生　募集！（日本工業大学　社会人特別選抜）

★4月から新3年生になる方・これから大学受験を考えている方は、3月22日（土）に開催するオープンキャンパスに、ぜひご参加ください。

昨
年
は
、
学
園
創
立
百
周

年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で

あ
り
ま
し
た
。
百
周
年
を
記

念
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

や
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

皆
様
の
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、

全
て
滞
り
無
く
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
い
よ
い
よ
学
園

第
2
世
紀
に
向
か
っ
て
踏
み

出
す
新
し
い
年
と
な
り
ま
す
。

大
学
で
は
、
昨
年
12
月
に

任
期
満
了
に
達
し
た
柳
澤
学

長
が
再
任
さ
れ
、
次
期
任
期

4
年
間
を
精
力
的
に
勤
め
て

く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
時
代
に
即
し
て
、

大
学
も
変
わ
っ
て
い
こ
う
と

い
う
こ
と
で
、
学
科
新
設
・

改
組
が
検
討
さ
れ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
こ
の
程
、
具
体

案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
今

回
の
改
革
案
は
、
建
学
の
理

念
に
基
づ
き
、
大
学
設
立
以

来
40
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
、

本
学
の
強
み
を
見
極
め
、
そ

れ
を
活
か
し
き
る
と
い
う
視

点
で
検
討
さ
れ
て
き
た
も
の

で
す
。
こ
れ
か
ら
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
、
よ
り
一
層
の

努
力
を
傾
注
し
、
内
容
を
充

実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
駒
場
に
あ
る
付
属

中
学
校
・
高
等
学
校
で
も
大

き
な
変
革
が
な
さ
れ
ま
す
。

平
成
20
年
度
か
ら
、
校
名
が

変
わ
り
、
中
学
は
「
日
本
工

業
大
学
駒
場
中
学
校
」
、
高

校
は
「
日
本
工
業
大
学
駒
場

高
等
学
校
」
と
な
り
ま
す
。

高
校
で
は
従
来
の
5
学
科
に

加
え
、
普
通
科
（
男
女
共
学
）

を
新
設
、
全
6
学
科
の
学
校

と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
は
時
代
に
即
し
た
変
化
で

あ
り
、
学
園
の
教
育
理
念
が

変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
「
も
の
づ
く
り
の
感
動

体
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
卒

業
後
の
多
様
な
進
路
希
望
に

応
え
る
」
教
育
運
営
と
い
う

基
本
を
踏
ま
え
、
更
に
一
人

ひ
と
り
の
希
望
が
叶
え
ら
れ

る
学
校
運
営
を
目
指
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

本
学
園
は
、
1
9
0
7
年

に
実
践
的
な
技
術
教
育
を
行

う
と
い
う
こ
と
で
発
足
し
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
1
0
0
年
、

ス
タ
イ
ル
は
変
わ
っ
て
も
、

一
貫
し
て
実
践
的
工
業
教
育

を
貫
い
て
き
ま
し
た
。
ス
タ

イ
ル
を
変
え
た
と
い
う
の
は
、

そ
の
時
、
そ
の
時
の
教
育
・

研
究
に
対
す
る
「
実
験
」
の

方
法
を
変
え
た
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
戦
後
、
新
制

高
校
に
な
っ
て
か
ら
、
も
の

づ
く
り
に
は
、
大
学
教
育
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

日
本
工
業
大
学
を
設
立
致
し

ま
し
た
。
ま
た
、
学
園
創
立

1
0
0
周
年
を
記
念
し
、
社

会
人
教
育
の
た
め
に
、
夜
間

に
勉
強
す
る
専
門
職
大
学
院

を
設
け
ま
し
た
。
学
園
創
立

80
周
年
に
、
「
実
験
」
の
道

具
と
し
て
設
置
し
た
工
業
技

術
博
物
館
の
収
蔵
機
器
が
、

こ
の
程
、
文
化
庁
審
議
会
で

「
登
録
有
形
文
化
財
」
に
ノ

ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
歩
み
を
更
に
進
め
る

た
め
に
、
決
意
を
新
た
に
し
、

一
層
の
飛
躍
を
目
指
し
て
、

今
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
力
を

大
い
に
発
揮
し
て
い
こ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

理事長

大川　陽康

●年頭所感●

第2世紀へ更に飛躍を！

日
本
工
業
大
学
の
魅
力
を
充
実
さ
せ
る

学
生
諸
君
と
共
に
よ
り
良
い
学
園
を

柳澤章学長プロフィール
昭和41年3月千葉大学工学部機
械工学科卒業、同43年3月に同
大学院工学研究科機械工学専
攻修士課程修了、4月から本
学・機械工学科に助手として
勤務。専門分野は生産技術に
関する研究・開発ならびに複
合材料に関する研究である。
学長の開発した画期的な金属
繊維製造技術をもとに、本学
とベルギーのスチールワイヤ
ー製造会社であるベカルト社
が共同出資し、平成9年にベキ
ニット（株）を設立したが、
この設立・運営にも寄与し、
現在、取締役会長の任にある。
平成15年12月20日（土）に学長
就任後は、積極的に大学改革
に当って来た。



松
木
正
勝
名
誉
教
授
が
、
昨

年
9
月
6
日
に
北
京
で
開
催
さ

れ
た
国
際
航
空
エ
ン
ジ
ン
学
会

（InternationalSociety
forAir

Breathing
Engines

＝
I
S
O

A
B
E
）
で
、
第
18
回
（
2
0

第
18
回
教
育
改
革
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
『
魅
力
あ
る
大
学
つ
く
り

の
た
め
に
―
学
園
21
世
紀
若
手

懇
談
会
報
告
―
』
が
、
11
月
9

日
（
金
）
夕
刻
、
情
報
工
学
科

棟
5
階
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

学
園
創
立
1
0
0
周
年
記
念
事

業
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
学
園
21

世
紀
若
手
懇
談
会
」
が
企
画
し

た
も
の
で
あ
る
。
同
懇
談
会
は
、

学
園
の
今
後
1
0
0

年
に
わ
た
る
展
望
を

若
手
教
員
の
立
場
か

ら
ま
と
め
、
報
告
す

る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
2
年
間
取
り
組

ん
で
き
た
成
果
を
、

全
教
職
員
に
広
く
紹

介
し
、
学
園
が
取
り

組
む
べ
き
教
育
改
革

に
つ
い
て
、
提
言
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
第
1
部

〈
報
告
〉
と
第
2
部
〈
討
論
〉
で

構
成
さ
れ
、
第
1
部
で
は
委
員

に
よ
る
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、

第
2
部
で
は
同
懇
談
会
の
見
解

を
ベ
ー
ス
に
、
質
疑
応
答
お
よ

び
討
論
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者

は
教
職
員
約
1
0
0
名
に
も
上

り
、
教
育
改
革
に
向
け
る
本
学

0
7
年
度
）
学
会

賞
を
授
与
さ
れ
た
。

日
本
人
で
こ
の

賞
を
授
賞
し
た
の

は
松
木
教
授
が
初

め
て
で
あ
る
。

同
教
授
は
、
航

空
宇
宙
技
術
研
究

所
（
現
・
宇
宙
航

空
研
究
開
発
機
構
）
に
お
い
て
、

航
空
エ
ン
ジ
ン
研
究
・
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
お
り
、

そ
の
実
績
が
評
価
さ
れ
た
。

中
で
も
卓
越
し
た
実
績
は
、

教
職
員
の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
た
。

第
1
部
で
は
、
ま
ず
委
員
長

中
里
裕
一
（
機
械
工
学
科
准
教

授
）
が
、
同
会
の
活
動
お
よ
び

成
果
の
概
要
を
報
告
。
つ
ぎ
に
、

学
園
の
入
口
側
（
学
生
募
集
）

の
状
況
調
査
と
し
て
、
委
員
の

機
械
工
学
科
・
丹
澤
祥
晃
准
教

授
か
ら
、
具
体
的
な
18
歳
人
口

の
減
少
傾
向
や
、
工
学
部
離
れ

の
状
況
の
詳
細
な
報
告
が
な
さ

れ
た
。
つ
ぎ
に
、
学
園
内
（
教

育
内
容
）
の
状
況
調
査
と
し
て
、

委
員
の
情
報
工
学
科
・
田
村
仁

講
師
よ
り
、
大
学
・
専
門
職
大

学
院
・
専
門
学
校
の
現
状
な
ど

が
報
告
さ
れ
、
建
学
の
精
神
を

再
確
認
し
、
本
学
の
特
色
で
あ

る
実
学
志
向
の
工
学
教
育
の
重

要
性
が
、
他
大
学
と
の
比
較
の

昭
和
46
年
か
ら
開
発
を
始
め
た

日
本
初
の
タ
ー
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
エ

ン
ジ
ン
F
J
R
‐
7
1
0
で
あ

る
。
同
エ
ン
ジ
ン
4
基
を
主
翼

上
面
に
搭
載
し
た
実
験
用
短
距

離
離
着
陸
機
「
飛
鳥
」
は
、
昭

和
58
年
、
飛
行
に
成
功
し
た
。

こ
の
エ
ン
ジ
ン
に
注
目
し
た

ロ
ー
ル
ス
ロ
イ
ス
社
は
、
飛
行

機
用
エ
ン
ジ
ン
の
共
同
開
発
に

関
心
を
示
し
、
後
に
、
こ
れ
は

V
2
5
0
0
タ
ー
ボ
・
フ
ァ

ン
・
ジ
ェ
ッ
ト
・
エ
ン
ジ
ン
と

し
て
結
実
、
今
も
数
千
台
が
、

世
界
の
空
を
飛
ん
で
い
る
。

う
え
で
示
さ
れ
た
。
続
い
て
、

委
員
の
シ
ス
テ
ム
工
学
科
・
伴

雅
人
准
教
授
が
、
出
口
側
（
就

職
）
の
状
況
調
査
を
報
告
し
た
。

本
学
の
就
職
状
況
や
、
産
業
界

が
求
め
る
日
工
大
生
像
な
ど
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
情
報

収
集
お
よ
び
そ
の
た
め
の
組
織

づ
く
り
の
必
要
性
が
説
か
れ
た
。

さ
ら
に
、
日
本
工
業
大
学
付
属

中
学
校
・
六
年
制
主
事
の
大
塚

勝
之
教
諭
よ
り
、
付
属
中
学
・

高
校
を
取
り
巻
く
状
況
が
説
明

さ
れ
、
来
年
度
、
「
日
本
工
業
大

学
駒
場
中
学
・
駒
場
高
等
学
校
」

に
校
名
変
更
す
る
に
至
っ
た
経

緯
と
、
今
後
の
展
望
が
披
露
さ

れ
た
。

第
2
部
に
お
い
て
は
、
基
調

講
演
と
し
て
幹
事
の
機
械
工
学

科
・
神
雅
彦
准
教
授
よ
り
、
「
ホ

ン
も
の
づ
く
り
」
と
題
し
た
大

学
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
案
が

公
開
さ
れ
、
1．

工
業
高
校
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
2．

新
も

の
づ
く
り
教
育
／
研
究
（
ホ
ン

も
の
づ
く
り
教
育
・
研
究
と
企

業
理
念
と
の
調
和
に
よ
る
社
会

貢
献
）
、
3．

新
も
の
づ
く
り
エ

ン
ジ
ニ
ア
の
輩
出
（
大
学
と
企

業
理
念
と
の
調
和
・
融
合
）
、
な

ど
の
具
体
策
が
示
さ
れ
た
。

V
2
5
0
0
は
英
国
、
ア
メ

リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、

日
本
の
5
カ
国
が
協
力
し
た
国

際
共
同
開
発
の
結
果
で
あ
る
こ

と
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

同
教
授
が
開
発
に
関
わ
っ
た

F
J
R
‐
7
1
0
は
、
新
し
い

時
代
を
拓
く
足
が
か
り
に
な
っ

た
と
言
え
る
が
、
こ
の
前
に
、

V
T
O
L
機
用
リ
フ
ト
エ
ン
ジ

ン
J
R
1
0
0
の
先
行
開
発
が

あ
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
も
、
同
教
授
は
、
国
産
エ
ン

ジ
ン
の
開
発
を
目
指
し
、
主
導

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

日
本
は
戦
後
、
航
空
に
関
す

る
研
究
お
よ
び
事
業
の
全
て
が

禁
止
さ
れ
、
7
年
後
の
昭
和
27

年
に
、
よ
う
や
く
再
開
さ
れ
た
。

こ
の
間
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
べ

く
、
同
教
授
ら
は
、
戦
後
の
荒

10月20日（土）に百年記念館マル
チメディア教室にて表彰式が行わ
れ、左記作品が最優秀賞に選ばれた。
●ゴミ関係：建築学科3年山口彩子
ポイ捨てをせず、ゴミ箱にゴミを捨
ててもらえるように、分かりやすい
ゴミ箱そのものをモチーフにした。
●タバコ関係：建築学科3年高麗俊
「禁止」や「止めろ」などの言葉は、
学生には逆効果で、「I LOVE灰皿」
という言葉で喫煙場所が好きになれ
るようなキャッチフレーズにした。
●自転車関係：建築学科3年高麗俊
「マナーの意識」をハートで表現し、
中央の一筆書きから自転車の小さな
ハート（マナー）を周りの学生に促
すイメージでデザインにした。
これら最優秀作品により、ひとりで
も多くの学生にマナーを遵守しても
らうためのシンボルマークの活用方
法について、学生支援課まで意見を
聞かせて欲しい。

I
S
O
‐
7

年
度
は
、
教
職

員
・
学
内
関
連

会
社
・
学
生
が

一
体
と
な
っ
た

こ
の
基
調
講
演
を
も
と
に
、

参
加
者
か
ら
講
演
者
へ
の
質
問

や
コ
メ
ン
ト
、
活
発
な
討
論
が

な
さ
れ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

予
定
時
間
を
大
幅
に
オ
ー
バ
ー

し
、
司
会
の
佐
藤
杉
弥
副
委
員

廃
の
中
で
、
非
常
に
多
く
の
努

力
を
注
い
だ
の
で
あ
る
。

同
教
授
は
、
大
正
12
年
生
ま

れ
（
84
歳
）
、
昭
和
21
年
に
東
京

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
に
よ

り
、
環
境
目
標
17
項
目
中
14
項

目
で
目
標
を
達
成
し
て
い
る

（
下
表
参
照
）。

今
年
度
、
I
S
O
‐
8
年
度

に
は
、
そ

の
成
果
を

継
続
、
発

展
さ
せ
る

と
と
も
に
、

さ
ら
に
、

環
境
に
お

け
る
社
会

的
責
任
を

認
識
し
、

工
業
教
育

の
理
想
を

長
（
共
通
系
准
教
授
）
が
討
論

を
打
ち
切
る
ま
で
、
激
論
が
交

わ
さ
れ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

終
了
し
た
の
は
午
後
9
時
過
ぎ

で
あ
っ
た
。
最
後
に
柳
澤
章
学

長
よ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
感

大
学
工
学
部
機
械
工
学
科
を
卒

業
、
本
学
へ
は
昭
和
58
年
に
着

任
、
平
成
7
年
か
ら
名
誉
教
授
。

平
成
5
年
の
勲
3
等
瑞
宝
章
に

追
求
す
る
本
学
の
教
育
環
境
の

中
で
、
環
境
教
育
・
研
究
の
一

層
の
進
展
を
掲
げ
、
具
体
的
目

標
の
達
成
に
向
か
っ
て
活
動
を

推
進
し
て
い
く
。

平
成
18
年
10
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
I
S
O
‐
7
年
度
の
活

動
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

■
環
境
特
別
講
演
会
の
開
催

「
世
界
各
地
で
進
む
環
境
対
策
〜

情
報
流
通
基
盤
の
革
新
〜
」
（
平

成
19
年
1
月
19
日
）
講
師
・
黒

田
聡
氏
（
情
報
シ
ス
テ
ム
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
代
表
取
締
役
兼

C
O
O
）

来
場
者
数
・
約
2
0
0
名

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

想
と
今
後
へ
の
期
待
が
述
べ
ら

れ
、
大
学
教
育
改
革
の
必
要
性

や
重
要
性
が
再
確
認
さ
れ
た
。

（「
学
園
21
世
紀
若
手
懇
談
会
」

委
員
長
　
中
里
裕
一
）

続
く
今
回
の
授
賞
は
、
本
学
に

と
っ
て
も
、
非
常
に
誇
ら
し
い

も
の
で
あ
る
。

「
第
2
回
日
本
工
業
大
学
に
あ
る

べ
き
環
境
教
育
を
考
え
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
（
平
成
18
年
12
月
21

日
）

来
場
者
数
・
約
1
0
0
名

■
「
2
0
0
7
・
N
E
W
環
境

展
」
へ
の
出
展
（
平
成
19
年
5

月
22
日
〜
25
日
）

研
究
発
表
〜
体
感
に
よ
る
環
境

教
育
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
化
〜

「
Q
R
コ
ー
ド
を
携
帯
電
話
で
読

み
取
り
、
環
境
情
報
を
閲
覧
」

「
設
置
パ
ネ
ル
操
作
に
よ
る
環
境

情
報
閲
覧
」

＊
会
場
・
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
、

来
場
者
数
・
16
万
人

■
環
境
分
野
研
究
奨
励
助
成
金

制
度
に
よ
る
研
究
の
推
進
、
実

践①
マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
を
用
い
た

汚
水
処
理
の
実
証
実
験

②
学
内
環
境
モ
ニ
タ
ー
の
開
発

と
環
境
計
測

③
金
属
の
熱
膨
張
を
用
い
た
動

力
生
成
装
置
の
開
発

④
キ
ャ
パ
シ
タ
ー
蓄
電
シ
ス
テ

ム
車
載
の
電
気
自
動
車
の
研

究12
月
1
日
（
土
）
に
本
専
門

職
大
学
院
の
来
年
度
学
生
（
4

期
生
）
の
第
1
回
入
試
が
実
施

さ
れ
た
。

1
年
4
学
期
制
で
実
務
に
役

立
つ
高
度
な
専
門
知
識
が
修
得

で
き
る
こ
と
を
大
き
な
特
徴
と

す
る
本
大
学
院
の
概
要
に
つ
い

て
は
、
大
学
院
案
内
等
の
印
刷

物
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介

し
て
い
る
が
、
今
回
の
受
験
者

は
9
月
と
11
月
に
開
催
し
た
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
参
加

し
た
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

昨
年
度
か
ら
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
、
説
明
会
、
特
別

講
演
、
授
業
見
学
、
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
の
ほ
か
に
、
本
大
学

院
修
了
生
と
在
学
生
に
よ
る
パ

ネ
ル
討
論
会
「
本
大
学
院
で
何

⑤
キ
ャ
ン

パ
ス
の

エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ

ア
ム
展

示
パ
ネ

ル
装
置

の
改
良

■
学
生
環

境
推
進
委

員
会
の
活

動①
若
杉
祭

出
展

自
転
車
を

こ
い
で
発

電②
学
生
環

境
推
進
委

員
会
主
催

講
演
会
の

開
催

「
喫
煙
者

と
非
喫
煙

者

の

共

存
」
（
平

成
19
年
5
月
22
日
）
講
師
・
山

田
栄
二
氏

来
場
者
数
・
約
40
名

を
学
び
、
ど
う
活
か
す
か
」
を

加
え
た
が
、
本
年
度
は
さ
ら
に

修
了
生
に
よ
る
特
定
課
題
研
究

（
修
士
論
文
に
代
わ
る
も
の
）
の

発
表
も
加
え
た
た
め
、
本
大
学

院
に
関
す
る
理
解
が
一
段
と
進

ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
年
度
は
、
別
掲
の
よ
う
に
、

あ
と
2
回
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
に

第
2
回
、
第
3
回
の
入
試
の
募

集
と
試
験
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
ま
た
多
く
の
方
々
の

参
加
が
あ
り
、
受
験
へ
と
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
来
年

度
の
改
訂
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基

づ
く
新
し
い
科
目
一
覧
、
シ
ラ

バ
ス
等
、
各
種
資
料
を
整
え
る

な
ど
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

さ
て
、
3
期
生
は
必
須
科
目

③
J
A
C
O
木
ノ
内
和
夫
講
師

に
よ
る
内
部
環
境
監
査
員
養
成

研
修
開
催
（
平
成
19
年
9
月
19

で
あ
る
特
定
課
題
研
究
「
技
術

経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
」
へ

の
本
格
的
な
取
組
み
に
入
っ
て

い
る
。
指
導
教
授
と
の
連
携
も

強
く
な
り
、
受
講
日
以
外
の
平

日
夜
間
あ
る
い
は
土
曜
日
に
も

日
〜
20
日
）

参
加
者
12
名

頻
繁
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
て
、

各
自
の
具
体
的
な
個
別
課
題
の

研
究
進
捗
状
況
を
報
告
し
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
る
。

3
月
中
旬
の
発
表
会
ま
で
に

全
員
揃
っ
て
研
究
成
果
を
ま
と

め
上
げ
、
技
術
経
営
修
士
（
専

門
職
）
の
学
位
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
期
待
し
て
い
る
。

（
教
授
　
松
野
建
一
）

（2） 平成20年1月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第150号

松
木
正
勝
名
誉
教
授
が

国
際
航
空
エ
ン
ジ
ン
学
会
か
ら
学
会
賞

終盤に行われた質疑応答の様子

第18回教育改革シンポジウム

魅力ある大学つくりのために
｜｜学園21世紀若手懇談会報告｜｜

内部環境監査員養成研修を開催

〜
I
S
O
‐
8
年
度
の
活
動
に
向
け
て
〜

ゴ
ミ
関
係

タ
バ
コ
関
係

自
転
車
関
係

1

2

3

4

5

6

7

8
9
10
11

12

13

14

15

16

17

環境目的

持続的発展が可能な社会の実現を担う人材・
高級科学技術者の育成に資する環境教育プロ
グラムの策定、構築

持続的発展が可能な社会の実現に資する人
材・高級科学技術者の育成

体験的環境教育の推進

環境に関する研究の推進

環境コミュニケーションの推進（環境関連情
報の発信拠点としての役割と環境マインドの
醸成）

持続的発展が可能な社会の構築に向けた社
会・地域との連携、協働の推進

環境教育（学生環境推進委員会への支援とコ
ミュニケーション）

電力使用量の削減
ガス使用量の削減
上水使用量の削減
紙使用量の削減

廃棄物の削減・適正管理

緑地整備・保全

グリーン調達の積極的な推進

安全・環境安全な化学物質の使用・保有管理
および化学廃棄物の保有・排出管理へ向けて
の改良

教育・研究施設等の効率的・効果的活用及び
管理・運営
労働安全衛生法に基づく安全衛生の向上

持続的発展が可能な社会の実現を担う人材を
育成するための環境教育プログラムの策定

環境学修プログラムの実践による持続的発展
が可能な社会の実現を担いうる人材の育成

①エコ・ミュージアムの整備及びQRコード（環境
情報発信）による体験的環境教育の普及・推進
②学外における体験的環境教育の実施

①教職員、学生の協働による研究の推進
②環境に関する研究の推進

環境関連情報の発信とコミュニケーションを
通じた環境共生意識の啓発・普及を図る

自治体、諸機関との連携・協働、他大学との
交流を図る

学生環境推進委員会への支援及び学生とのコ
ミュニケーションを図り連携を深め、準構成
員である本学学生の環境意識を向上させ、環
境教育の充実を目指す

予想使用量の1％削減
予想使用量の1％削減
予想使用量の1％削減
予想使用量の1％削減
予想排出量の1％減量化、一般廃棄物の資源化
率60％以上
長期計画に基く整備・保全
グリーン調達率の向上（関連会社からの購入
品調達率55％以上）

安全性向上にむけた施策の策定、実施

施設等実地調査の実施と改善及び施設マネジ
メント体制の構築検討
安全衛生管理体制の構築

①環境教育プログラムをテーマとしたシンポジ
ウムの開催
②大学案内“環境が学べる”ページの作成

環境関連科目38科目を通じ、延べ7972名に実施

①エコ・ミュージアムの整備
②環境情報（QRコード）の拡大、発信
③エコ・ツアーの実施

①「環境分野研究奨励助成金」制度による研究推進
②研究論文、共同研究等の刊行物での公表
③卒業研究等における環境関連テーマの推進

①環境特別講演会の開催（学生・市民へ公開）
②ホームページ等による環境情報発信
③「2007NEW環境展」への出展
④本学環境関連施設見学会の実施

①宮代町との連携、協働
②スターリングテクノラリーの開催
③他大学との交流
④私立大学環境保全協議会との連携

学園祭への参加、講演会、リサイクルショップ
の開催、学内のぼり設置

予想使用量の1.9％減少
予想使用量の6.6％減少
予想使用量の2.3％減少
予想使用量の1.4％増加

予想排出量を2.9％削減、資源化率90.1％

緑地の維持管理、食堂ダイニング廻り植栽
グリーン調達率38.6％（金額ベース）、44.9％
（数量ベース）

講習会、保有管理量の調査実施

教育系部門等の実地調査・改善推進

安全衛生管理体制の整備

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇
×

○

〇

×

〇

〇

×

環境目標 主要実績 評価

■ISO－7年度　環境目標の達成状況／2006年10月～2007年9月　（評価）〇…達成、×…未達成

来
年
度（
4
期
生
）の
入
試
始
ま
る

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

ISO‐7年度環境目標達成状況ISO‐7年度環境目標達成状況
（2006年10月～2007年9月）「シンボルマークコンテスト」

学生が参加する学園創立100周年記念行事

「シンボルマークコンテスト」最優秀作品



12
月
1
日
（
土
）
、
東
京
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
（
御
茶
ノ
水
）
に

て
第
3
回
本
学
卒
業
現
職
教
員

の
集
い
を
開
催
し
た
（
実
行
委

員
長
・
長
谷
部
高
章
・
本
学
付

属
東
京
工
業
高
校
教
諭
）。

現
在
、
約
千
余
名
の
本
学
卒

業
生
が
、
全
国
の
小
学
校
・
中

学
校
・
高
等
学
校
な
ど
で
教
職

に
就
い
て
い
る
が
、
こ
の
会
の

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
年
を
迎
え
、

皆
さ
ん
は
新
た
な
目
標
を
掲
げ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

時
が
経
つ
の
が
早
く
、
私
が

入
学
し
て
か
ら
3
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

大
学
生
活
を
通
し
て
、
勉
強
と

自
治
会
活
動
の
両
立
を
行
な
う

趣
旨
は
、
全
国
の
同
窓
の
教
員

が
一
同
に
会
し
、
各
地
区
・
学

校
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
図
る
こ
と
と
、
交
流
を
深
め

る
こ
と
で
あ
る
。

参
加
者
は
、
全
国
の
小
学

校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
に
勤

務
す
る
1
0
0
余
名
、
学
園
か

ら
は
、
大
川
陽
康
理
事
長
・
柳

澤
章
学
長
は
じ
め
、
渡
辺
副
学

の
は
非
常
に
大
変
で
し
た
。
し

か
し
そ
の
反
面
、
様
々
な
こ
と

を
経
験
し
、
と
て
も
有
意
義
な

生
活
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
中
央
執
行
委
員

会
に
入
っ
て
歴
代
の
委
員
長
を

は
じ
め
、
多
く
の
先
輩
や
同
級

生
、
後
輩
と
い
う
仲
間
と
様
々

な
行
事
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
大
き
な
こ
と
を
無

事
に
成
し
遂
げ
た
時
の
喜
び
や

達
成
感
な
ど
は
、
中
央
執
行
委

員
会
に
入
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ

体
験
で
き
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、

仲
間
の
大
切
さ
に
つ
い
て
も
学

長
、
原
副
学
長
、
部
長
・
課
長
、

学
科
主
任
、
教
職
員
約
50
名
が

顔
を
揃
え
た
。
ま
た
、
教
職
希

望
の
学
生
等
40
名
が
参
加
し
、

以
下
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
会
は
進

行
し
た
。

研
究
協
議
会
・
研
究
発
表

「
小
中
一
貫
し
た
も
の
づ
く
り

教
育
の
実
践
」
濱
川
一
彦
氏

（
大
田
区
立
大
森
第
二
中
学
校
教

諭
）
「
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン

テ
ス
ト
全
国
大
会
木
材
加
工
部

門
の
運
営
に
携
わ
っ
て
」
田
辺

登
氏
（
昭
和
第
一
学
園
高
等
学

校
教
諭
）

講
演
会

「
元
気
を
出
せ
中
小
企
業
」
橋

本
久
義
氏
（
政
策
研
究
大
学
院

大
学
教
授
）

シ
ャ
ン
ソ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

歌
手
浅
倉
ま
み
、
パ
ト
リ
ッ

ク
・
ヌ
ジ
ェ

懇
親
会

ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

私
が
中
央
執
行
委
員
会
委
員

長
と
い
う
大
役
に
就
任
す
る
に

あ
た
り
、
学
生
の
大
学
生
活
を

よ
り
良
く
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
学

生
総
会
の
中
で
学
生
か
ら
出
さ

れ
た
要
望
に
対
し
て
改
善
さ
れ

た
点
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
全
て
の
要
望
が
改
善
さ

れ
て
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
他
の
部
分
で
新
た
に

改
善
し
た
ほ
う
が
良
い
点
も
数

多
く
出
て
き
て
い
ま
す
。
私
一

人
で
は
気
づ
く
内
容
が
非
常
に

研
究
協
議
会
は
中
学
校
・
高

等
学
校
で
活
躍
す
る
本
学
卒
業

の
教
員
に
よ
る
日
頃
の
教
育
実

践
に
裏
打
ち
さ
れ
た
素
晴
ら
し

い
研
究
発
表
で
あ
っ
た
。

橋
本
氏
の
講
演
は
、
技
術
・

工
業
教
育
に
携
わ
る
現
職
教
員

に
と
っ
て
、
「
世
界
中
の
複
雑
・

高
級
・
精
密
・
面
倒
な
製
品
の

需
要
が
日
本
に
殺
到
」
と
い
う

示
唆
に
富
む
内
容
で
あ
り
、
意

義
あ
る
研
修
の
機
会
に
な
っ
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
楽
し
い
ト

ー
ク
を
交
え
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
を

通
し
て
手
話
を
広
め
る
朝
倉
氏

の
熱
意
に
胸
を
打
た
れ
た
。
本

学
手
話
サ
ー
ク
ル
と
の
競
演
で

は
、
心
温
ま
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
が

会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
っ
た
。

懇
親
会
で
は
、
卒
業
生
と
大

学
教
職
員
と
の
輪
が
あ
ち
こ
ち

に
で
き
、
在
学
時
代
の
思
い
出

話
や
各
地
域
・
学
校
の
教
育
事

情
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
が

行
わ
れ
て
い
た
。
本
学
ジ
ャ
ズ

バ
ン
ド
サ
ー
ク
ル
も
協
力
出
演

し
会
場
を
盛
り
上
げ
、
閉
会
後

も
別
れ
を
惜
し
み
歓
談
が
続
い

て
い
た
。

本
行
事
に
参
加
す
る
卒
業
生

少
な
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

学
生
の
皆
さ
ん
が
集
ま
れ
ば
よ

り
多
く
の
改
善
点
に
気
づ
く
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
学
生
自
治

会
は
学
生
と
大
学
側
を
結
ぶ
パ

イ
プ
の
役
割
を
し
て
い
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を

学
生
自
治
会
で
話
し
合
い
、
大

学
側
に
要
望
し
改
善
を
し
て
も

ら
う
の
が
私
た
ち
学
生
自
治
会

の
活
動
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
園
創
立
1
0
0
周
年
、
日

本
工
業
大
学
創
立
40
周
年
と
い

う
節
目
の
時
に
活
動
で
き
、
さ

ら
に
こ
の
日
本
工
業
大
学
通
信

現
職
教
員
の
数
は
昨
年
よ
り
倍

増
し
、
母
校
を
愛
す
る
人
々
の

力
強
い
組
織
は
、
大
学
の
発

展
・
充
実
に
大
い
に
貢
献
す
る

と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

来
年
度
は
、
本
学
百
年
記
念

館
で
平
成
20
年
6
月
28
日
（
土
）

に
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
工
業
教
育
研
究
所
・

教
職
教
育
セ
ン
タ
ー
）

1
5
0
号
と
い
う
節
目
の
時
に

中
央
執
行
委
員
会
委
員
長
挨
拶

を
掲
載
出
来
る
こ
と
を
非
常
に

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

の
1
年
間
、
同
じ
中
央
執
行
委

員
会
の
仲
間
や
学
生
自
治
会
の

他
団
体
・
委
員
会
の
仲
間
と
共

に
、
日
本
工
業
大
学
が
よ
り
良

い
大
学
に
な
る
よ
う
に
全
力
で

努
力
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

学
生
皆
さ
ん
に
と
っ
て
少
し
で

も
過
ご
し
や
す
い
大
学
に
し
、

よ
り
多
く
の
思
い
出
を
作
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

工
業
技
術
博
物
館
で
は
、
当

博
物
館
後
援
会
の
協
賛
を
得
て
、

平
成
19
年
度
の
特
別
展
『
わ
が

国
の
航
空
技
術
の
発
祥
と
発
展
』

を
、
11
月
2
日
か
ら
11
月
22
日

を
会
期
と
し
て
開
催
し
た
。

第
39
回
若
杉
祭
が
11
月
2
日

か
ら
4
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

初
日
は
、
午
後
か
ら
あ
い
に
く

雨
と
な
っ
て
し
ま
い
ス
テ
ー
ジ

企
画
は
ス
テ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン

タ
ー
に
場
所
を
移
し
て
行
わ
れ

た
。
中
日
と
最
終
日
は
晴
天
に

恵
ま
れ
大
学
に
は
多
く
の
来
場

者
が
あ
っ
た
。

今

年

の

テ

ー

マ

は

、

『bal1oon

』
。
こ
の
テ
ー
マ
に
は
、

若
杉
祭
ス
タ
ッ
フ
の
熱
いSoul

を
風
船
に
乗
せ
て
、
来
場
者
の

方
々
に
伝
え
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
大
学

祭
実
行
委
員
会
委
員
長
高
橋
優

典
（
建
築
学
科
3
年
）
君
は
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の

中
で
こ
の
若
杉
祭
を
成
功
さ
せ

た
い
、
と
声
高
ら
か
に
開
会
を

宣
言
し
た
。

会
期
中
は
、
2
日
（
金
）
に

明
治
43
（
1
9
1
0
）
年
に

日
本
に
お
け
る
動
力
付
き
飛
行

機
に
よ
る
初
飛
行
が
、
徳
川
大

尉
と
日
野
大
尉
に
よ
り
行
わ
れ

た
。
こ
の
大
事
業
を
成
し
遂
げ

た
日
野
大
尉
は
、
個
人
と
し
て

第
2
回
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
表
彰
式
並
び
に
記
念
講

演
、
3
日
（
土
）
に
第
8
回
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
4
日

（
日
）
に
は
建
築
設
計
コ
ン
ペ
表

彰
式
が
行
わ
れ
た
。

企
画
と
し
て
は
、
2
日
目
に

「
T
A
L
K
＆
L
I
V
E
2
0
0

7
」
が
行
わ
れ
た
。
今
回
の
ゲ

ス
ト
は
、
関
根
麻
里
、
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
、
ハ
ロ
ー
ケ
イ
ス
ケ
、

飛
行
機
製
作
に
取
り
組
み
、
4

号
機
ま
で
を
完
成
さ
せ
た
。
こ

の
う
ち
2
番
目
に
製
造
し
た
日

野
式
2
号
飛
行
機
は
、
明
治
44

（
1
9
1
1
）
年
に
本
学
の
母
体

で
あ
る
東
京
工
科
学
校
で
機
体

で
す
よ
汐
。
と
い
っ
た
人
気
の

芸
能
人
。
体
育
館
は
観
客
の
熱

気
と
興
奮
で
溢
れ
た
。

3
日
目
の
「
秋
の
か
ら
っ
風

こ
ん
さ
ぁ
と
」
で
は
、
リ
ア
・

デ
ィ
ゾ
ン
が
若
杉
祭
を
盛
り
上

げ
た
。
若
杉
祭
の
ラ
ス
ト
は
恒

例
と
な
っ
た
花
火
。
今
年
は
、

学
園
創
立
1
0
0
周
年
の
お
祝

い
と
し
て
後
援
会
秋
田
県
支
部

か
ら
も
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ

た
。こ

う
し
て
第
39
回
若
杉
祭
は

大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

（
学
生
支
援
課
）

の
組
立
て
が
行
わ
れ
た
。
当
時

の
最
先
端
技
術
に
挑
戦
し
た
技

術
者
・
日
野
大
尉
の
志
は
、
本

学
の
理
念
に
近
い
も
の
で
あ
り
、

輝
か
し
い
出
来
事
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
学
園
創
立
1
0
0

周
年
を
記
念
し
て
、
本
機
の
復

元
が
計
画
さ
れ
、
平
成
19
年
6

月
に
完
成
さ
れ
た
復
元
機
が
、

工
業
技
術
博
物
館
内
に
展
示
さ

れ
た
。

本
特
別
展
で
は
、
完
成
し
た

本
機
を
メ
イ
ン
の
展
示
物
と
し

て
、
そ
の
復
元
工
程
や
日
野
大

尉
の
紹
介
、
そ
の
背
景
と
な
っ

た
航
空
技
術
の
発
達
の
様
子
も

展
示
し
た
。
ま
た
、
併
せ
て
本

機
を
復
元

す
る
に
あ

た
り
、
復

元
作
業
に

参
加
し
た

機
械
工
学

科
お
よ
び

シ
ス
テ
ム

工
学
科
の

卒
業
研
究

生
や
航
空

機
復
元
工

房
の
受
講

生
の
様
子
も
紹
介
し
た
。

明
治
の
時
代
か
ら
現
代
に
継

続
さ
れ
る
「
も
の
づ
く
り
」
を

目
指
す
技
術
者
た
ち
の
情
熱
を

理
解
し
、
現
在
で
も
憧
れ
る
航

空
の
世
界
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
た
と
、
見
学
者
の
方
々
か
ら

お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

会
期
中
の
11
月
7
日
（
水
）

に
は
、
学
友
会
館
の
ホ
ー
ル
に

て
、
講
師
に
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
本
学

シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
渡
辺
顯
教

授
を
迎
え
、
「
航
空
機
技
術
と
日

野
式
2
号
飛
行
機
の
復
元
」
と

題
す
る
特

別
講
演
会

を

開

催

。

過
去
か
ら

現
代
ま
で

の
航
空
機

技

術

や

、

日
野
式
2

号
飛
行
機

の
復
元
作

業
の
苦
労

話
な
ど
を

聞
く
こ
と

が
で
き
た
。

講
演
後
に
開
催
し
た
懇
親
会

で
は
、
航
空
機
に
関
心
を
持
た

れ
た
方
々
が
集
い
、
講
演
者
の

渡
辺
教
授
を
囲
ん
で
熱
心
に
談

笑
し
て
い
る
様
子
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。

（
学
芸
員
・
講
師
　
丹
治
明
）

（3） 平成20年1月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第150号

「
学
園
創
立
1
0
0
周
年
記
念

第
3
回
　
本
学
卒
業
現
職
教
員
の
集
い
」

盛
大
に
開
催

講
演
す
る
橋
本
久
義
氏

手
話
サ
ー
ク
ル
も
参
加
し
た
コ
ン
サ
ー
ト

工
業
技
術
博
物
館
特
別
展

『
わ
が
国
の
航
空
技
術
の
発
祥
と
発
展
』の
特
別
展
を
開
催

講演する渡辺顯教授

熱
い
S
o
u
l
で
盛
り
上
っ
た
3
日
間

第
39
回
若
杉
祭
〈
11
月
2
日
・
3
日
・
4
日
〉
開
催
さ
れ
る

●上左：建築コンペ表彰式　●上中：吹奏楽団コンサート（野外ステージ） ●右上：フィナーレを飾る花火
●下：ホームカミングデー参加者の記念撮影

子
供
の
頃
、
ゴ
ム
鉄
砲
で

遊
ん
だ
方
は
多
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
割
り
ば
し
を

輪
ゴ
ム
で
銃
の
形
に
縛
り
、

輪
ゴ
ム
を
飛
ば
す
と
い
う
手

軽
で
簡
単
な
遊
び
だ
。
無
我

夢
中
に
撃
っ
て
い
た
こ
と
を

記
憶
し
て
い
る
が
、
年
を
重

ね
る
と
そ
ん
な
記
憶
も
薄
れ

て
い
っ
て
し
ま
う
。

驚
い
た
こ
と
に
、
そ
の
子

供
の
こ
ろ
の
楽
し
さ
を
も
う

一
度
体
感
し
た
い
と
、
今
も

ゴ
ム
銃
を
楽
し
ん
で
い
る
人

た
ち
が
い
る
。
機
械
工
学
科

2
年
に
在
籍
す
る
柴
田
将
行

君
も
、
ゴ
ム
銃
に
魅
せ
ら
れ

た
一
人
だ
。
現
在
の
彼
ら
が

使
用
し
て
い
る

”ゴ
ム
銃
“
と

呼
ば
れ
る
も
の
は
、
昔
の
割

り
ば
し
で
作
っ
た

”ゴ
ム
鉄
砲
“

と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
本

格
的
だ
。
材
料
も
割
り
ば
し
か

ら
木
材
へ
替
わ
り
、
威
力
や
命

中
率
は
格
段
に
ア
ッ
プ
し
て
い

る
。
大
学
生
や
社
会
人
が
楽
し

む
た
め
に
、
本
気
を
出
し
て
、

と
こ
と
ん
突
き
詰
め
た
当
然
の

結
果
だ
ろ
う
。
設
計
・
切
り
抜

き
・
組
立
と
い
っ
た
工
程
も
全

部
自
分
で
行
い
、
す
べ
て
が
手

作
り
だ
。
世
界
に
一
つ
し
か
な

い
自
分
だ
け
の
ゴ
ム
銃
が
完
成

す
る
。

彼
は
、
現
在
会
員
数
1
6
0

0
名
を
超
え
る
「
日
本
ゴ
ム
銃

射
撃
協
会
」
の
一
員
だ
。
公
式

競
技
記
録
を
得
点
の
高
い
順
に

並
べ
た
協
会
認
定
の
世
界
ラ
ン

キ
ン
グ
で
は
、
10
位
に
ラ
ン
ク

さ
れ
る
。
現
在
の
公
式
競
技
は

3
種
目
。
「
マ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
」

は
、
マ
ッ
チ
箱
状
（
30
㎜
×
40

㎜
）
の
標
的
5
つ
を
撃
ち
倒
す
。

露
店
の
射
的
を
思
い
浮
か
べ
て

ほ
し
い
。
こ
の
競
技
は
、
初
心

者
か
ら
上
級
者
ま
で
愛
好
者
が

多
い
。
「
フ
ラ
イ
シ
ュ
ー
ト
」
は
、

も
と
も
と
フ
ラ
イ
ハ
ン
テ
ィ
ン

グ
（
ハ
エ
狩
り
）
の
練
習
用
と

し
て
発
達
し
た
競
技
。
小
さ
な

標
的
（
幅
10
㎜
×
縦
横
5
㎜
の

直
方
体
）
を
短
時
間
で
射
撃
す

る
。
「
コ
イ
ン
ペ
ン
ド
ラ
ム
」
は
、

振
り
子
状
の
標
的
に
制
限
時
間

内
に
何
発
の
命
中
弾
を
与
え
る

か
を
競
う
。
こ
れ
は
、
自
ら
の

命
中
弾
で
揺
れ
る
標
的
を
狙
う

高
度
な
種
目
。
公
式
競
技
で
は
、

こ
の
3
種
目
の
得
点
を
競
う
。

協
会
と
し
て
は
、
競
技
会
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
の
お
祭
り
に

も
射
的
の
露
店
を
出
し
て
ゴ
ム

銃
の
楽
し
さ
を
広
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
幅

広
い
年
齢
層
の
人
た
ち
と
触

れ
合
え
る
こ
と
が
彼
を
大
き

く
成
長
さ
せ
て
い
る
。

彼
は
、
今
年
2
月
に
「
も

の
つ
く
り
ゴ
ム
銃
同
好
会
」

と
い
う
自
主
サ
ー
ク
ル
を
立

ち
上
げ
た
。
そ
の
会
長
と
し

て
サ
ー
ク
ル
の
運
営
も
行
っ

て
い
る
。
毎
夏
、
ス
テ
ュ
ー

デ
ン
ト
ラ
ボ
で
は
地
域
の
小

学
生
を
対
象
に
親
子
も
の
づ

く
り
教
室
が
開
か
れ
る
。
そ

こ
で
も
、
今
年
か
ら

”ゴ
ム

て
っ
ぽ
う
“
と
い
う
テ
ー
マ

で
ゴ
ム
銃
を
作
っ
て
も
ら
う
。

当
日
は
、
12
人
の
子
供
た
ち

が
も
の
つ
く
り
の
楽
し
さ
を

体
験
、
評
判
は
上
々
だ
っ
た
。

し
か
し
、
現
在
「
も
の
つ
く

り
ゴ
ム
銃
同
好
会
」
は
、
あ

ま
り
活
動
で
き
て
い
な
い
。

ま
ず
は
、
部
員
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
が
目
標
だ
。

こ
れ
か
ら
先
も
、
ゴ
ム
銃

と
付
き
合
っ
て
い
き
た
い
と

話
す
柴
田
君
。
必
要
な
の
は
、

ゴ
ム
銃
へ
の
愛
着
だ
け
だ
。

柴田　将行君
機械工学科　2年

（東京都立蔵前工業高等学校出身）

■ゴム鉄砲に魅せられて

節
目
の
時
だ
か
ら
こ
そ
、

皆
さ
ん
に
と
っ
て
さ
ら
に
良
い
大
学
を
目
指
し
た
い

シ
ス
テ
ム
工
学
科
3
年
　
清
水
裕
章

（
栃
木
県
立
宇
都
宮
工
業
高
等
学
校
出
身
）

学
生
自
治
会
中
央
執
行
委
員
会
委
員
長
就
任
あ
い
さ
つ

第3回



昨
年
10
月
23
日
よ
り
今
年
1

月
27
日
ま
で
の
開
期
で
、
国
立

科
学
博
物
館
（
東
京
・
上
野
）

に
お
い
て
「
大
ロ
ボ
ッ
ト
博
」

が
開
催
さ
れ
、
本
学
で
は
機
械

工
学
科
中
里
研
究
室
の
2
台
の

ロ
ボ
ッ
ト
を
出
展
し
て
い
る
。

大
ロ
ボ
ッ
ト
博
は
日
本
の
伝
統

的
な
「
か
ら
く
り
」
を
は
じ
め
、

2
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
や
マ
イ
ク

ロ
ロ
ボ
ッ
ト
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
、
世
界
最
高
水
準
に
あ

る
日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
一
堂
に

展
示
・
実
演
す
る
大
博
覧
会
。

大
学
や
研
究
機
関
で
開
発
さ
れ

た
実
際
の
ロ
ボ
ッ
ト
だ
け
で
な

く
、
漫
画
や
ア
ニ
メ
に
描
か
れ

た
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
の
模
型
や
イ

ラ
ス
ト
な
ど
も
多
数
展
示
さ
れ

て
い
る
。

中
里
研
究
室
か
ら
の
参
加
は

「
血
管
内
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
」
と

「
マ
イ
ク
ロ
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
タ
」

の
2
点
。
い
ず
れ
も
マ
イ
ク
ロ

ロ
ボ
ッ
ト
に
分
類
さ
れ
る
展
示

ス
ペ
ー
ス
に
出
展
中
で
あ
る
。

「
血
管
内
走
行
ロ
ボ
ッ
ト
」
は
内

径
数
mm
の
血
管
内
を
走
行
で
き
、

カ
テ
ー
テ
ル
手
術
な
ど
に
応
用

さ
れ
る
。
「
マ
イ
ク
ロ
マ
ニ
ピ
ュ

レ
ー
タ
」
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で

で
き
た
指
先
を
巧
み
に
使
い
、

10
µm
程
度
の
物
質
を
確
実
に
把

持
す
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス

テ
ム
。

主
催
者
側
は
、
100
万
人
規
模

の
入
場
者
を
見
込
ん
で
い
る
。

書
」
が
署
名
さ
れ
た
。

タ
イ
の
国
立
ラ
チ
ャ
マ
ン
カ

ラ
ー
大
学
の
ク
リ
サ
ナ
ポ
ン
・

ク
リ
チ
カ
ラ
理
事
長
、
同
学
長

一
行
11
名
は
、
学
生
の
多
様
な

学
習
進
路
に
対
応
す
る
教
育
体

制
の
充
実
を
図
る
調
査
の
た
め
、

12
月
11
日
に
付
属
高
校
、
専
門

職
大
学
院
お
よ
び
専
門
学
校
を
、

12
日
に
本
学
を
訪
問
。

柳
澤
章
学
長
は
台
湾
南
部
の

11月17日（土）、「第11回スターリングテクノラリー」が開催され
た。スターリングエンジンは静かでクリーン、熱源を選ばない、と
いった特徴をもつ「夢のエンジン」。本競技会は青少年の工学に対す
る関心の喚起と、スターリング機器関連技術の発展を目的としてお
り、その功績により平成18年度日本機械学会教育賞を授賞した。
今回の参加は全国から128チーム。競技は人間乗車、ノーマルな

ど7クラスに分かれ、自作エンジンの性能とアイデアを競った。各
クラスとも成績は年々伸びており、特に人間乗車クラスでは制限時
間いっぱいの60分で約6.5km走り続けたチームが優勝し、大きな注
目を集めた。本学付属東京工業高校は4チームが参加、うち1チーム
が奨励賞を授賞した。

高
雄
県
に
あ
る
協
定
校
の
高
苑

科
技
大
学
の
創
立
18
周
年
記
念

式
典
に
招
か
れ
、
渡
辺
康
夫
国

際
交
流
担
当
教
授
と
共
に
出
席

し
た
。
同
大
学
は
台
湾
高
速
鉄

道
の
開
通
や
隣
接
の
高
雄
サ
イ

エ
ン
ス
パ
ー
ク
を
背
景
に
地
域

一
の
大
学
を
目
指
し
て
い
る
。

柳
澤
学
長
は
11
月
17
日
の
式
典

で
祝
辞
を
述
べ
た
あ
と
、
余
玲

タ
イ
の
協
定
校
キ
ン
グ
モ
ン

ク
ッ
ト
工
科
大
学
ト
ン
ブ
リ
校

の
ソ
ム
チ
ャ
イ
・
チ
ャ
ン
チ
ャ

オ
ナ
副
学
長
一
行
5
名
は
10
月

25
日
に
本
学
を
、
26
日
に
付
属

高
校
を
訪
れ
た
。
同
大
学
は
科

学
省
が
推
進
す
る
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
研
究
者
お
よ
び
技
術
者
を

養
成
す
る
た
め
の
科
学
高
等
学

校
新
設
計
画
の
幹
事
校
で
、
一

行
は
も
の
づ
く
り
教
育
と
工
業

高
等
学
校
教
育
の
実
状
を
調
査

し
た
。

12
月
5
日
に
は
、
中
国
人
民

共
和
国
の
中
国
海
洋
大
学
か
ら

シ
ク
イ
・
ザ
イ
副
学
長
が
来
学
。

同
大
学
か
ら
の
来
学
は
5
月
に

次
い
で
二
度
目
。
柳
澤
章
学
長

と
の
間
で
、
学
生
お
よ
び
教
員

の
交
流
等
の
協
定
に
向
け
て
協

議
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
、
「
学

術
教
育
協
定
に
向
け
て
の
合
意

ク
シ
ョ
プ
参
加

◆
大
野
修
一
准
教
授
（
共
通
教

育
系
）
／
出
張
先
＝
韓
国
（
10
／

31
〜
11
／
4
）
／
目
的
＝
ソ
ウ
ル

国
立
大
学
で
の
招
待
講
演

◆
森
田
登
教
授
（
電
気
電
子
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
（
10
／
31
〜
11
／
12
）
／
目

的
＝
J
I
C
A
要
請
に
よ
り
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
工
業
高
校
教
員
の

電
気
技
術
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
教
育

◆
石
川
孝
教
授
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
米
国
（
11
／
1

〜
7
）
／
目
的
＝
2
0
0
7
年
I

E
E
E
ウ
ェ
ブ
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
国
際
会
議
で
の
論
文
発
表

◆
波
多
野
純
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
台
湾
（
11
／
2

〜
7
）
／
目
的
＝
第
10
回
文
化
資

産
保
存
・
再
利
用
お
よ
び
保
存

科
学
検
討
会
に
て
論
文
発
表
お

よ
び
講
演

◆
成
田
剛
准
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
台
湾
（
11
／
2

〜
7
）
／
目
的
＝
第
10
回
文
化
資

産
保
存
・
再
利
用
お
よ
び
保
存

科
学
検
討
会
に
て
論
文
発
表
お

よ
び
講
演

◆
伊
藤
庸
一
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
台
湾
（
11
／
2

〜
5
）
／
目
的
＝
復
興
集
落
サ
オ

族
に
お
け
る
共
生
文
化
の
調
査

◆
古
閑
伸
裕
教
授
（
機
械
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
タ
イ
（
11
／
14

〜
19
）
／
目
的
＝
機
関
間
協
定
に

基
づ
く
K
M
U
T
T
塑
性
加
工

研
究
グ
ル
ー
プ
と
の
共
同
研
究

打
ち
合
わ
せ
お
よ
び
タ
イ
留
学

フ
ェ
ア
ー
に
お
け
る
学
生
募
集

活
動

◆
柳
澤
章
学
長
／
出
張
先
＝
台

湾
（
11
／
16
〜
19
）
／
目
的
＝
高

苑
科
技
大
学
創
立
18
周
年
記
念

式
典
出
席

◆
渡
辺
康
夫
教
授
／
出
張
先
＝

台
湾
（
11
／
16
〜
19
）
／
目
的
＝

高
苑
科
技
大
学
創
立
18
周
年
記

念
式
典
出
席

◆
伊
藤
庸
一
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
ド
イ
ツ
（
11
／

28
〜
12
／
5
）
／
目
的
＝
南
ド
イ

ツ
の
風
土
と
建
築
の
調
査

◆
八
木
田
浩
史
准
教
授
（
シ
ス

テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
（
12
／
1
〜
5
）
／
目

的
＝
環
境
毒
物
化
学
学
会
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
支
部
台
14
回
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
環
境
評
価
事
例
研
究
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
研
究
成

果
発
表

◆
矢
部
正
行
教
授
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
ヨ
ル
ダ
ン

（
12
／
4
〜
10
）
／
目
的
＝
ム
シ

ャ
ラ
カ
通
信
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
国
際
会
議
に
て
研

究
発
表

◆
星
野
坦
之
教
授
（
シ
ス
テ
ム

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
台
湾

（
12
／
6
〜
9
）
／
目
的
＝
T
T

I
社
と
の
研
究
打
ち
合
わ
せ

◆
正
道
寺
勉
准
教
授
（
シ
ス
テ

ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
台
湾

（
12
／
8
〜
13
）
／
目
的
＝
第
8

回
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
営
工
学
と

管
理
シ
ス
テ
ム
国
際
会
議
に
て

論
文
発
表

◆
神
林
靖
准
教
授
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
台
湾
（
12
／
9

〜
13
）
／
目
的
＝
第
8
回
ア
ジ
ア

太
平
洋
経
営
工
学
と
経
営
シ
ス

テ
ム
国
際
会
議
に
て
論
文
発
表

◆
山
地
秀
美
講
師
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
台
湾
（
12
／
9

〜
13
）
／
目
的
＝
第
8
回
ア
ジ
ア

太
平
洋
経
営
工
学
と
経
営
シ
ス

テ
ム
国
際
会
議
に
て
論
文
発
表

◆
辻
村
泰
寛
准
教
授
（
情
報
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
台
湾
（
12
／

10
〜
13
）
／
目
的
＝
第
8
回
ア
ジ

ア
太
平
洋
経
営
工
学
と
経
営
シ

ス
テ
ム
に
関
す
る
国
際
会
議
に

て
論
文
発
表

◆
星
野
坦
之
教
授
（
シ
ス
テ
ム

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
中
国

（
12
／
11
〜
16
）
／
目
的
＝
天
津

複
印
技
術
研
究
所
主
催
の
特
別

講
演

◆
柳
澤
章
学
長
／
出
張
先
＝
台

湾
（
12
／
14
〜
17
）
／
目
的
＝
南

台
科
技
大
学
創
立
記
念
式
典
出
席

◆
藤
田
則
夫
総
務
部
長
／
出
張

先
＝
台
湾
（
12
／
14
〜
17
）
／
目

的
＝
南
台
科
技
大
学
創
立
記
念

式
典
出
席
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◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

校
長
に
対
し
て
、
本
学
教
員
が

度
々
講
演
の
招
聘
を
受
け
て
き

た
こ
と
を
感
謝
し
、
交
流
の
さ

ら
な
る
発
展
を
話
し
合
っ
た
。

本
紙
前
号
1
面
「
百

年
記
念
館
オ
ー
プ

ン
」
記
事
の
写
真
説
明
で
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
致
し
ま
す
。

（
正
）
講
演
す
る
山
岸
氏

（
誤
）
講
演
す
る
山
崎
氏

高
校
生
は
普
段
接
し
て
い
な

い
大
学
の
先
生
に
よ
る
授
業
を

受
け
る
と
い
う
こ
と
で
、
最
初

は
緊
張
し
て
い
た
が
、
次
第
に

授
業
の
内
容
に
引
き
込
ま
れ
、

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

西
澤
校
長
は
、
「
協
力
を
い
た

だ
き
大
変
感
謝
し
て
い
る
。
生

徒
の
み
な
ら
ず
、
教
員
に
と
っ

て
も
研
修
の
よ
い
機
会
と
な
り
、

好
評
を
得
て
い
る
の
で
、
今
後

も
続
け
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

（
工
業
教
育
研
究
所
）

●
電
気
電
子
工
学
科
飯
塚
完
司

講
師
「
原
子
で
作
っ
た
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
」

●
共
通
教
育
系
佐
藤
杉
弥
准
教

授
「
平
行
二
輪
車
セ
グ
ウ
ェ

イ
で
体
感
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
制

御
の
基
礎
」

当
日
は
同
校
の
授
業
公
開
日

で
あ
り
、
高
校
生
の
保
護
者
や

O
B
約
80
名
、
近
郊
の
中
学
校

か
ら
の
参
観
も
あ
っ
た
。

雅
創
弁
人
（
創
立
者
）
お
よ
び

寥
峰
正
学
長
と
学
生
交
流
の
活

発
化
を
話
し
合
い
、
寥
学
長
と

共
に
新
協
定
書
に
署
名
し
た
。

さ
ら
に
、
12
月
14
日
〜
17
日

の
4
日
間
、
柳
澤
章
学
長
は
台

湾
南
部
の
台
南
県
に
あ
る
協
定

校
の
南
台
科
技
大
学
の
創
立
38

周
年
記
念
式
典
に
招
待
さ
れ
、

藤
田
則
夫
総
務
部
長
と
共
に
訪

問
し
た
。
近
年
、
同
大
学
は
科

学
技
術
教
育
分
野
で
台
湾
文
部

省
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

柳
澤
学
長
は
15
日
の
式
典
で
祝

辞
を
述
べ
た
ほ
か
、
高
清
愿
董

事
長
（
理
事
長
）
お
よ
び
戴
謙

◆
西
村
誠
介
教
授
（
超
高
電
圧

研
究
セ
ン
タ
ー
）
／
出
張
先
＝
フ

ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
（
10
／
20

〜
11
／
1
）
／
目
的
＝
国
際
電
気

標
準
会
議
第
7
回
技
術
会
議
出

席
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
電
力
中
央

研
究
所
ポ
リ
マ
ー
が
い
し
ワ
ー

長
野
県
佐
久
市
に
あ
る
岩
村

田
高
校
か
ら
出
前
授
業
の
依
頼

を
受
け
、
本
学
か
ら
次
の
4
名

を
派
遣
し
、
10
月
20
日
（
土
）

に
実
施
し
た
。

●
シ
ス
テ
ム
工
学
科
星
野
坦
之

教
授
「
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の

仕
組
み
と
画
像
処
理
」

●
情
報
工
学
科
丹
羽
次
郎
准
教

授
「Desk

Top
Com

puting

の
も
た
ら
す
も
の
」

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
年
が

皆
さ
ん
に
と
っ
て
実
り
多
き

1
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

た
だ
今
、
宮
代
町
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
進

修
館
前
広
場
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
進
修
館
は
1
9

8
0
年
に
完
成
以
来
、
町
の

シ
ン
ボ
ル
的
な
建
築
物
と
し

て
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
て

い
る
ほ
か
、
曲
線
と
直
線
が

織
り
成
す
デ
ザ
イ
ン
と
、
そ

の
存
在
感
は
内
外
か
ら
高
い

評
価
を
得
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
今
回
の
整
備
に
よ
り
、

望
で
き
る
「
築
山
」
、
子
ど
も

達
の
水
遊
び
場
と
な
る
「
井

戸
広
場
」
（
災
害
時
に
は
ト
イ

レ
用
水
と
し
て
利
用
）
な
ど

1
0
0
0
人
規
模
の
イ
ベ
ン

ト
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
直

径
40
メ
ー
ト
ル
の
「
中
央
広

場
」
、
高
さ
6
m
、
広
場
を
一

で
、
さ
ら
に
魅
力
的
な
も
の

へ
と
進
化
し
ま
す
。

こ
の
進
修
館
前
広
場
の
整

備
は
、
町
内
外
か
ら
集
ま
っ

た
約
40
名
の
市
民
（
宮
代
町

で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ

る
人
を
市
民
と
言
い
ま
す
）

に
よ
る
「
み
や
し
ろ
の
顔
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
委
員
会
」
が
中

心
と
な
り
取
り
組
ん
だ
成
果

で
す
。
こ
の
委
員
会
に
は
、

現
役
の
日
工
大
生
も
参
加
し
、

多
く
の
時
間
・
ア
イ
デ
ア
・

労
力
を
提
供
し
て
く
れ
ま
し

た
。
完
成
は
3
月
。
皆
さ
ん
、

楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

（
広
報
S
）
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Town
&

Campus

Town
&

Campus
進修館前広場

完成間近

プ
ン
テ
ラ
ス
と
し
て
よ
み
が
え

っ
た
。
こ
れ
で
当
初
予
定
し
て

い
た
売
店
ま
わ
り
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
工
事
が
全
て
完
了
し
た

こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
一
連
の
工
事
が
終
わ

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
学
生
達
は

空
調
の
効
い
た
快
適
な
ダ
イ
ニ

ン
グ
や
、
屋
根
が
つ
い
た
気
持

の
良
い
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
で
、

飲
食
し
た
り
談
笑
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ピ
ー
ク
時
に
は
不
足
が
ち
な
椅

子
席
も
増
え
、
多
目
的
な
団
ら

ん
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
利
便
性

が
格
段
に
向
上
し
た
。

（
施
設
営
繕
課
長

鈴
木
功
作
）

喫
煙
所
に
屋
根
を
つ
け
て
欲

し
い
と
の
学
生
か
ら
の
要
望
に

よ
り
、
本
館
中
庭
に
屋
根
付
き

喫
煙
所
が
完
成
し
た
。
こ
の
建

物
は
2
×
4
木
造
建
築
工
房
の

活
動
の
一
環
と
し
て
、
2
0
0

4
年
の
工
房
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お

い
て
カ
ナ
ダ
研
修
所
に
建
て
た

茶
室
の
デ
ザ
イ
ン
を
踏
襲
し
た

も
の
で
あ
る
。
大
工
職
人
の
も

と
、
学
生
が
参
加
し
て
出
来
上

が
っ
た
成
果
で
あ
る
。
学
生
は

贅
沢
な
気
分
で
喫
煙
し
て
い
た
。

【
任
命
】（
12
月
20
日
付
）

◆
副
学
長
　
原
　
利
次
教
授

◆
副
学
長
　
渡
辺
勝
彦
教
授

【
退
職
】（
12
月
5
日
付
）

◆
青
木
　
収
講
師
（
情
報
工
学

科
）

大
変
好
評
で
あ
る
。

今
回
、
前
年
度
に
続
く
継
続

工
事
と
し
て
、
今
ま
で
第
一
食

堂
の
一
角
に
あ
っ
た
焼
き
た
て

パ
ン
コ
ー
ナ
ー
を
コ
ン
ビ
ニ
内

に
移
設
し
、
10
月

22
日
よ
り
販
売
を

開
始
し
た
。
ま
た
、

ダ
イ
ニ
ン
グ
の
窓

際
に
立
食
用
カ
ウ

ン
タ
ー
席
を
設
置
。

更
に
テ
ラ
ス
部
分

に
透
明
屋
根
を
設

置
す
る
こ
と
で
、

通
路
と
し
て
の
用

途
し
か
な
か
っ
た

ス
ペ
ー
ス
が
オ
ー

平
成
18
〜
19
年
度
後
援
会
特

別
事
業
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
売
店
の
コ
ン
ビ
ニ
化
と

ダ
イ
ニ
ン
グ
新
築
の
工
事
を
実

施
し
、
「
憩
の
ゾ
ー
ン
」
と
し
て

立食用カウンター設置で一層便利になった

人
事
異
動

後
援
会
特
別
事
業

国
外
出
張

（
10
月
後
半
〜
12
月
）

タ
イ
か
ら
3
大
学
、
中
国
か
ら
1
大
学
が
来
訪
、

台
湾
の
2
大
学
を
学
長
が
訪
問

「
憩
い
の
ゾ
ー
ン
」に
パ
ン
コ
ー
ナ
ー
設
備

国
際
交
流

国
立
科
学
博
物
館「
大
ロ
ボ
ッ
ト
博
」に

中
里
研
ロ
ボ
ッ
ト
が
出
展
中

高
大
連
携

長
野
県
岩
村
田
高
校
で
公
開
出
前
授
業

喫
煙
所
と
し
て「
東
屋
」新
設

▼
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
は
学
園

創
立
1
0
0
周
年
の

年
を
迎
え
、
種
々
の

記
念
事
業
が
重
な
り

慌
し
い
一
年
で
し
た
。

本
年
は
十
二
支
で
い

う
と
「
子
」
年
で
一
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
あ
り
、
新
し
い
生
命

が
種
子
の
中
に
萌
し
始
め
る
状

態
を
表
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

▼
と
り
あ
え
ず
本
学
は
10
年
後

の
大
学
創
立
50
周
年
に
向
け
て

の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
位
置
づ
け
、

教
育
・
研
究
環
境
の
充
実
向
上

を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
改
革
・

改
善
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ご

承
知
の
通
り
、
北
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
本
年

も
政
治
・
経
済
も
含
め
て
様
々

な
こ
と
が
予
定
さ
れ
、
ま
た
起

き
る
は
ず
で
す
が
、
地
に
足
を

つ
け
着
実
に
一
歩
一
歩
前
進
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
本
通
信
は
、
本
号
を
も
っ
て

1
5
0
号
と
な
り
ま
し
た
。
私

が
編
集
後
記
を
書
き
始
め
た
の

が
同
じ
く
「
子
」
年
の
平
成
8

年
1
月
1
日
発
行
の
78
号
か
ら

で
す
の
で
、
丁
度
一
回
り
し
て

12
年
目
に
な
り
ま
す
。
今
後
も

わ
か
り
や
す
く
大
学
の
情
報
を

伝
え
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
F
）

編 集 後 記

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

訂
正

●左：出走前の様子（ノーマルクラス）●中：60分走り続けて優勝（人間乗車クラス）●右：五輪カラーの特設コース

全国から 
128チームが 
参加 

今年も11月15日（土）に本学で開催予定 

第11回 

スターリングテクノラリー開催 スターリングテクノラリー開催 

12月1日～2日、マイクロロボットの実演も行われた キングモンクット工科大学が来訪

高苑科技大学の創立18周年記念式典

東屋の前に立つ大工職人と学生等


